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双胴型高速船 「きらめき」
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1　 は じめに

　 鳥 羽 市 は伊 勢 志摩 国 立 公 園の 柬 端 に位

置 し、三 島 由紀 夫 の小 説 「潮 騒 」 の舞 台

とな っ た こ とて 有名 な 神 島 を は しめ、答

志 島、菅 島 　 坂手 島 の 4 つ の 有 人離 島 に

約 5000 人 の人々 か 生 、舌して います。

　 こ れ ら の 島 々 と の 間 に は 5 航 路 か 在

り、予 備 船 1隻 を含 め て 7隻 の 弓羽 市 営

定明船か就航 して き ま した。

　 亀羽 市 は 、こ れ らの 航 路 に 新 た に 2隻

の 高速船導入 計画 を進め 、平 成20 年4

月 22 日、第 1隻 目の 双 胴 型高速船 「ぎ

ら め ぎ 」 か 就 航 しま した。同船 は 神 島

菅島航路を中心 に 運 航さ れ 　島民 の 足 と

して 、ま た海洋観光都市 「弓羽 市」の
一

層 の 飛 躍発展に 寄与す る も の と期待 され

て い ます。

　 日本造船技術セ ン ターは本船の 基 本 。殳

計 コ ン へ 支 援と 建造監 理 を実施 し ま した

のて、以 下 に本 船 の概要 を紹介 しま す。

2 　基本 コ ン セプ ト

　 本 船 は以 下 の 基本 コ ン セ プ トを も と に

設 計 コ ン ペ 方 式 を実 施 し、ツ ネ イ シ ホ
ー

ル テ ィ ン ク ス株 式会 社 　 常 石林 業建 設 力

ン パ ニ ーにお いて 建造 さ れま した。

　 ○ 双胴 船 型の 採用 によ る高速 化

　 Ol 夬適 居 任空 閻の 提 供

　○ 乗 り心 地のよ い船

　 0 交通 弱 者 に優 しい 安全 な船

　○ 角業者に配 慮 した 曳 き波 の軽威

　○ 優美な 外観

3　船舶の概要
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平 成 ］9 年6 月 22 日

平 成20 年3 月 17 日

平成20 年3 月 25 日

平 成20 年4 月 22 日

（2）主 要 目

　船 　 　質

　全 　 　長

　垂 楾 間長

　幅 　 （型 ）

　深 さ （型 ）

　満 載 喫水

　総 トン 数

　航 行 区域

　最 高速力

　航 海 速力

最 大 搭載 人 員

　　旅　客

　 船 　 目

（3）船体部主要 機器

　操舵装置

　電 動ウイ ン チ

　キ ャ プス タ ン

　ラ ン プ トア
ー

（両 舷）

ア ル ミ合金 製

　 2500m

　 2342m

　 　 670m

　 　 230m

　 　 ］05m

　 　 72 トン

　 　平 水 区域

266 ノ ノ ト

200 ノ ノ ト

　 　 153 名

　 　 150 名

　 　 　 　3名

減 揺装置 （可 勤 式 トリム タフ ）
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　冷暖房 装置

　汚物処理 装 置

　バ リア フ リー
設備

　救 命
・消防設備

　デ フ ロ ス ター

　AED 装 置

（4）機 関部主 要機器

　操舵 室制 御 盤

　機 関室警 報 盤

　主機 関 　高 速 デ ィ
ーゼル 機 関

　連続 最大 出力　 610kW ／基

　発電 用機 関　 　 37kW

　 　 　 　 　 　 　 　17kW

4 翼 固 定 ピ ッ チ プ匚コペ ラ

　機 動通風 装 置

　ポン プ類

（5）電気 部主 要機 器

　1）電源装置
・
配電装置

　主発 電機 　 　 　 40kVA

　非 常 用 発電 機 　 20kVA

変 圧 器　 　 　 　 7．5kVA

　蓄 電 池　　　　　　200Ah

　蓄 電 池充 放 電装 置

　陸電 受電 箱 　 AC220V ／100V

　2 ）航海灯 ・照 明装置

航海 灯類

キ セ ノ ン探照 灯

投光器

3 ）航 海 計器 ・通信 装 置等

レ
ー

ダ
ー

GPS プロ ツ タ
ー

サ テ ライ トコ ン パ ス

磁気コ ンパス

船内放送 指令装置

電 子 ホーン

応 信信 号 装置

船 内 電話 装置

自動火 災 報知 器

監視力メ ラ装置

ワイ パ
ー

風 向風 速 計

テ レビ装置
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4 ．特徴

（1）高速化と曳き波の軽減

　船質 を 耐食ア ル ミ ニ ウ ム 合金 製 と して

船体重 量 の 軽減化を 図 る と と も に 、過去

に実施 した 模型 船に よ る 水檎試験デ
ー

タ

に 基 づ く検討を行 っ た結果、試運 転最大

速 力 にお い て 26 ．6 ノ ッ トを 記録 して 高

速化が 図られ て い ま す。

　ま た、双 胴 型 船型 を採用 す る こ と に よ

り、既 存 の 単胴 型 船 に比 較 して 大 幅 な曳

ぎ波 の軽減 を実現す るこ とがで ぎま した。

（2） 乗 り心地

　本船 は、ピ ッ チ ン グ 及び ロ
ーリン グの

同時制 御 が 可 能な 減 揺装置 （可 動式 トリ

ムタ ブ） を 装備 し、海 上試 運 転に お い て

もその効果が認め られ て お り、乗り心地

に十 分 配 慮 され た船舶で す。

（3）快適 性

　客室 は広 め の 通 路と椅子 席を採用 す る

と とも に、十分 な 防 音 ・振 動対策 を施工

して 快適 な 居住空 間を 提供 して い ま す。

また、遊 歩 甲 板 に は 国 内初 の オー
ス トラ

リア製 椅 子 席 を配 置 して、観 光客 に対す

るサービス向 上 が図 られ て い ま す。

（4 ）交 通 弱者 に優 しい 船

　客室 両 舷 に はバ リア フ 1丿一基準 に適合

した 十 分 な 広 さ の ラ ン プ ドア
ーを 設 置

し、旅 客 の 乗 降時 の 安全 を 確 保す る とと

も に、乗降時間の短縮が 図られ て い ます。

　客 室 出 入 り口 近 くに バ 1丿ア フ リ
ー

椅子

席及 び車 椅子 置 き 場 を配 置 し、客室前 方

の大 型 テ レビ モ ニ ター
の ほ か、バ リア フ

リー椅 子 席の 前 面 に も テ レ ビモ ニ ターを

設置 して 交通 弱 者に 対 する 配 慮 がな され

て い ます。また、出入 D 口 の 段差解消装

置 を は じめ とす る バ リア フ リー法 に 適合

す る諸 設 備 を設 け、多 目的 便 所 には チ ャ

イル ドシート及 び オ ス メイ ト洗浄 装 置を

装備 して 交 通弱 者 の 方 々 で も 満 足の い く

船 旅が で きる よ う配慮 され て い ま す。

5 ．おわ りに

　本船 の 基 本設 計 ・
建造 監 理 を 進め る に

あたり、常に積極的なご 支援とこ 高配 を

賜 り ま した 鳥羽市殿 に 対 し厚 く お 礼申 し

上 げま す 。

　また、ツネイシ ホ
ー

ルディ ン グス株式

会社殿 が 、高度 な 技 術 と 誠 意 を も っ て ご

尽 力頂 い た こ と を 付 記 し ま す。

　　　　　　　（海洋技術部　太田 　悟）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 7
N 工工

一Eleotronio 　Library 　


